
外 部 卓 話
「自分も周りのみんなも大切な命」プロジェクト活動を通して～大学生が地域貢献を体験して学ぶこと～

山陽学園大学　総合人間学部生活心理学科　准教授  上地 玲子  様
山陽学園大学  ボランティアサークル  あい  犯罪被害者支援チーム  

学生代表　小林 利子  様・西井 菜摘  様・塩田 梨花  様・難波 千咲  様
　先日は、岡山北西RC様にて、ボランティアサークル あい 犯罪被害者支援チームの報告をさせて
いただきました。貴重なお時間をいただき誠にありがとうございました！今年度は新型コロナ感染症の
影響で、上演活動ができなくなっておりましたので、発表させて
いただく場ができて、本当に光栄です。
　私たち犯罪被害者支援チームは、平成23年に京都府亀岡
市内で発生した居眠り、無免許運転の車による交通事故のご
遺族、小谷さんの講演会を聴講したことをきっかけに、小谷さん
の家族を思う気持ちや、みんなに娘さんの事故のことを伝えた
いという思い、被害者である、まおちゃんの命をつなぎ、小さい
子どもたちに「命の大切さ」を伝える人権啓発活動がしたいと思い、デジタル紙芝居「まおちゃんの新しい靴」の作成を
しました。イラストやストーリーは犯罪被害経験がある子どもにもトラウマにならないよう配慮しました。優しいイラストと
ストーリーでも、消えてしまった命は帰らないことやご家族のつらい気持ちが伝わるよう、何度も修正して仕上げました。
この紙芝居をデジタル化し、命はたった一つしかない大切なものだということを多くの人に広めていきたいと考えています。
　2017年度から始めた私たちの活動は、新聞やTVで大きく報道されました。たくさんの方からのデータ希望があり、
海外からの希望もありました。県内外の図書館から貸し出し用においてほしいとメッセージをいただきました。この活動
を知った県内の中学生が小学生に出前授業として読み聞かせをしたり、ファシリテーターを実施したりしています。
　現在では、英語バージョン、中国語バージョン、塗り絵も完成しております。塗り絵
は、上演を聴いた子どもたちが家に持ち帰り、デジタル紙芝居のことを繰り返し思い
出して心に残るよう、ご家族にも自動車の運転に気を付けるように伝えてもらう効果
を期待しています。また、手話付きの上演もできるように練習しています。
　ボランティアサークル あいとして、2018年には京都の小谷さんを訪ね、事故のあっ
た現場に行きました。事故現場を見て改めて事故の悲惨さを知るとともに、7年経過
しても変わらぬ胸の内を知り、自分たちが今以上に、この活動を続けていくことが重要であると感じました。まおちゃんの
命のバトンをたくさんの方につないでいくこと、こういった活動を少しずつでも行うことが、私たち大学生のできる被害者
支援ではないかと思い、サークル活動として伝統を作っています。
　紙芝居第二弾では、SNSいじめをもとにした話を作成しました。スマホを所持する
若者が増えるようになり、ネットを介したいじめが多くなり、中にはそのことをきっかけに
不登校になったり、自殺をしたりしてしまう子どもがいます。スマホは，小学校高学年
から持ち始める子どもが増えてきており、対人コミュニケーション能力の低い状態
SNSを始めてしまうと、いじめているつもりでなくても結果的にいじめに発展してしまう
可能性があると考えました。そこで私たちは、使用頻度の高い「LINE」によるコミュニケーションでいじめに発展する
ケースを想定し、子どもたちでも理解しやすいようにストーリーを作成し、ネットによるいじめの被害者にも加害者にもな
らない、円滑な人間関係作りを提案できる内容にしました。
　新型コロナ感染症の影響で活動の場を得ることは難しいのですが、オンラインなどを用いた方法を検討し、より多く
の方々の心に届くことを願っています。　　 （文責 小林利子・上地玲子）

「まおちゃんの新しい靴」の絵本データを無料配布しております。「山陽学園大学」
＋「まおちゃんの新しい靴」で検索するか，左側にあるQRコードをスマホ等で読み
込んでいただきましたら，申請サイトに行くことができます。
このサイトから申し込むことで無料配布ができるようにしております。

出席の状況　
会 員 数　47名（内出席免除者　０名） 出席者数　42名
欠席者数　５名 出 席 率　89.36％　　前々回訂正　90.91％　　　　
欠 席 者　入江，笠原，三宅，奥田，田原

ビ ジ タ ー　　〈岡山RC〉岡本  典久　様
会 長 報 告  会　長　平　松　　　信
　本日はゲストの上地玲子（かみじ れいこ）様に外部卓話をしていただきますこと厚く御礼申し上げま
す。また、ご一緒に参加していただきました学生代表の小林利子（こばやし　りこ）様、西井菜摘（にしい 
なつみ）様、塩田梨花（しおた りか）様、難波千咲（なんば ちさき）様、ようこそお越しくださいました。
　岡山RCの岡本典久様は、当クラブによくご参加いただいていますが、本年度ひな壇にとりまして
初めてのビジターであり、厚く御礼申し上げます。
　昨日行われました親クラブである岡山北RCとのナイター親睦試合の結果を、野球同好会から教えていただくのを楽
しみにしています。
　シカゴの弁護士ポール・ハリス氏が商業道徳の欠如に耐えかねて、お互いに信頼できる公正な取引をし、仕事上の
付き合いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間を増やしたいという趣旨で、1905年2月23日に友人3人とともに
シカゴRCを誕生させました。
　初代会長に選ばれたシルヴェスター・シール氏は、その時の自身の職業である石炭業界の話をしたと記録に残され
ていて、これがロータリーの卓話の始まりと伝えられています。
　第7回例会以降、会合が食事つきになると、ロータリーが欧米の習慣であるafter-dinner speech（食後の卓上演説、
テーブルスピーチ）＝卓話を取り入れたのも、ごく自然な成り行きだったと考えられます。したがって、卓話は、ロータリー
関連の話に限らず、職業や業界の話、趣味の話、時事問題など、会員が広い知識を得るための手段となっています。
　それからは、志を同じくするクラブが、つぎつぎ各地に生まれて、国境を越え、今では200以上の国と地域に広がり、ク
ラブ数3万5千余、会員総数120万人を超えるまでに達しています。そして、これら世界中のクラブの連合体を国際ロー
タリー（Rotary International）と称します。
　2020～2021年度国際ロータリーのテーマは、“ロータリーは機会の扉を開く”です。
国際ロータリー第2690地区のスローガンは、“こころの扉を開こう”、そして、岡山北西RCのスローガンは、“こころを一つ
に”です。
　本日の上地玲子様の卓話は、まさにロータリアンの心に通じるものであり、感謝申し上げます。何卒よろしくお願い申
し上げます。
幹 事 報 告 幹　事　鈴　木　一　生
① 社会奉仕委員会活動報告を配付しております。
② 創立30周年記念事業の目録贈呈式のご案内を配付しておりますので、ご出席くださいますよう
お願いいたします。

③ 10月18日㈰岡山国際ホテルで開催される地区大会につきまして、皆様の名札・ヘルスチェックシート
は幹事が会場にお持ちします。駐車場については、駐車許可証がお手元にない方は駐車できませんので、ご注意
ください。公共交通機関をご利用くださいますようお願いいたします。出席される皆様には、後日当日のご案内を
お送りいたします。

④ 本日例会終了後13：30より3F「トパーズの間」において、「第10回創立30周年記念事業実行委員会」が開催されま
すので、実行委員会の皆様はよろしくお願いいたします。

⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。
スマイル報告　
平松会長 : 本日は、外部卓話のゲスト上地玲子様、ご一緒に当クラブにおいでいただきました学生代表の小林利子

様、西井菜摘様、塩田梨花様、難波千咲様に心から感謝申し上げます。また、会員の皆様には10月18日
の2020-21年度、第2690地区大会へのご参加をよろしくお願いいたします。

鈴木幹事 : 上地先生、本日の卓話どうぞよろしくお願いいたします。
昨日は北RCとの親睦交流試合に参加された野球同好会の皆様、応援で参加された皆様、お疲れ様で
した。北RCとは合同ゴルフも企画中ですのでご参加ください。

久松会員 : 上地先生、あした彩、ボランティアサークル  あいの皆様、お越しいただき、ありがとうございます。卓話を

楽しみにしております。
  原  会員 : 上地先生、学生の皆さん、本日の卓話楽しみにしています。よろしくお願いします。
野田会員 : 山陽学園大学の上地先生、本日の卓話楽しみにしています。

子どもシェルターモモの「これからの10年」というプロジェクトに選ばれて参加しています。中期計画策定を
応援いたします。

西岡会員 : 10日地区大会記念テニス大会に行ってきました。天気も良く、30年ぶりにラケットを握って気持ち良い汗をか
いてきました。結果はブービーでした。
昨日の野球で親クラブの北RCに快勝しました。笠原投手、ナイスピッチングでした。
この土日、テニスに、自転車に、野球にと気持ちいい汗をかきました。身体があっちこっち痛いです。

仲田会員 : 野球参加の皆様お疲れ様でした。応援に来て下さった方ありがとうございました。
山下会員 : 元会員の藤原氏のお店『穂浪』が、ミシュラン1つ星を獲得したそうですのでスマイルします。

前回財布を忘れましたので2回分スマイルします。
 ８件 31,500円（累計 347,900円）
社会奉仕委員会活動報告 社会奉仕委員長　原　全伸
①子どもシェルターモモ
・9/23㈬  火事見舞いとしてお米1俵寄贈／鈴木幹事
・10月以降の定例会について野田（モモ派遣理事）会員を交え
て調整中

②あした彩
・9/18㈮  倉敷中央看護専門学校を訪問
学生の出迎えをいただ き挨拶。サークル顧問の時本副校長、藤原先生と面談。
あした彩の活動支援についてRCの取り組みと今年度のあした彩の活動につい
て意見交換
・9/24㈭  環太平洋大学・爽志会と赤磐警察署管内瀬戸郵便局前交差点にて
秋の交通安全街頭啓発活動に参加（コロナ対策で参加は5名まで） ⇒※配付
物にて紹介
　会長・幹事の代理で岡本次期会長、 西岡前幹事、青少年奉仕委員会より仲田副委員長
　社会奉仕委員会より樋口社会奉仕副委員長、原の5名参加
街頭啓発活動終了後、環太平洋大学にて参加された先生方と爽志会の濱渦代表と今後の活動について意見交
換…（ちなみに…赤磐警察署に献血車が来ていたので献血もしてきました）
・9/30㈬  毎年「あした彩」が県外研修として参加している大阪・少年犯罪被害当事者の会主催の“もうひとつの子
供の日「WILL」”（10／10開催）
昨年度、 交通費の一部を支援した事業ですが今年はYouTubeでライブ配信を行うことになったので交通費支援
は不要となりましたが「WILL」は毎年参加しているとても有意義な研修事業であり「各大学でライブ配信を見よう！
WILLの広報活動をしよう！」という呼びかけだけでなく『あした彩』本格始動のきっかけになる＝何か＝をやろう…と
いうことになり、リーダー会議で意見をまとめてもらっています。
・『あした彩』に新たに「くらしき作陽大学」が参加され、13大学2専門学校の計15校の組織になりました。
野球同好会 野球同好会　山　田　喜　広
　10月11日㈰19時から奥市本球場にて、親クラブであります岡山北RCとの親睦試合を行いました。
当日は会員の皆さま方、多数のご参加・ご声援ありがとうございました。
　前評判では強いとお伺いしていたのですが、笠原投手の健闘もあり何とか勝つことが出来ました。

11月２日
外部卓話
「旅と病からみた江戸時代」
岡山県立博物館 
学芸員（主幹）

秋山　亮　様

10月26日
クラブフォーラム
（職業奉仕表彰）
職業奉仕委員会
委員長　橘高 正剛  会員
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◆理事・役員（2020.7～2021.6）

「こころを一つに」
「こころの扉を開こう」地区のスローガン

クラブのスローガン

2020～2021年度国際ロータリーのテーマ

◆本日のプログラム

◆次回のプログラム
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なつみ）様、塩田梨花（しおた りか）様、難波千咲（なんば ちさき）様、ようこそお越しくださいました。
　岡山RCの岡本典久様は、当クラブによくご参加いただいていますが、本年度ひな壇にとりまして
初めてのビジターであり、厚く御礼申し上げます。
　昨日行われました親クラブである岡山北RCとのナイター親睦試合の結果を、野球同好会から教えていただくのを楽
しみにしています。
　シカゴの弁護士ポール・ハリス氏が商業道徳の欠如に耐えかねて、お互いに信頼できる公正な取引をし、仕事上の
付き合いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間を増やしたいという趣旨で、1905年2月23日に友人3人とともに
シカゴRCを誕生させました。
　初代会長に選ばれたシルヴェスター・シール氏は、その時の自身の職業である石炭業界の話をしたと記録に残され
ていて、これがロータリーの卓話の始まりと伝えられています。
　第7回例会以降、会合が食事つきになると、ロータリーが欧米の習慣であるafter-dinner speech（食後の卓上演説、
テーブルスピーチ）＝卓話を取り入れたのも、ごく自然な成り行きだったと考えられます。したがって、卓話は、ロータリー
関連の話に限らず、職業や業界の話、趣味の話、時事問題など、会員が広い知識を得るための手段となっています。
　それからは、志を同じくするクラブが、つぎつぎ各地に生まれて、国境を越え、今では200以上の国と地域に広がり、ク
ラブ数3万5千余、会員総数120万人を超えるまでに達しています。そして、これら世界中のクラブの連合体を国際ロー
タリー（Rotary International）と称します。
　2020～2021年度国際ロータリーのテーマは、“ロータリーは機会の扉を開く”です。
国際ロータリー第2690地区のスローガンは、“こころの扉を開こう”、そして、岡山北西RCのスローガンは、“こころを一つ
に”です。
　本日の上地玲子様の卓話は、まさにロータリアンの心に通じるものであり、感謝申し上げます。何卒よろしくお願い申
し上げます。
幹 事 報 告 幹　事　鈴　木　一　生
① 社会奉仕委員会活動報告を配付しております。
② 創立30周年記念事業の目録贈呈式のご案内を配付しておりますので、ご出席くださいますよう
お願いいたします。

③ 10月18日㈰岡山国際ホテルで開催される地区大会につきまして、皆様の名札・ヘルスチェックシート
は幹事が会場にお持ちします。駐車場については、駐車許可証がお手元にない方は駐車できませんので、ご注意
ください。公共交通機関をご利用くださいますようお願いいたします。出席される皆様には、後日当日のご案内を
お送りいたします。

④ 本日例会終了後13：30より3F「トパーズの間」において、「第10回創立30周年記念事業実行委員会」が開催されま
すので、実行委員会の皆様はよろしくお願いいたします。

⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。
スマイル報告　
平松会長 : 本日は、外部卓話のゲスト上地玲子様、ご一緒に当クラブにおいでいただきました学生代表の小林利子

様、西井菜摘様、塩田梨花様、難波千咲様に心から感謝申し上げます。また、会員の皆様には10月18日
の2020-21年度、第2690地区大会へのご参加をよろしくお願いいたします。

鈴木幹事 : 上地先生、本日の卓話どうぞよろしくお願いいたします。
昨日は北RCとの親睦交流試合に参加された野球同好会の皆様、応援で参加された皆様、お疲れ様で
した。北RCとは合同ゴルフも企画中ですのでご参加ください。

久松会員 : 上地先生、あした彩、ボランティアサークル  あいの皆様、お越しいただき、ありがとうございます。卓話を

楽しみにしております。
  原  会員 : 上地先生、学生の皆さん、本日の卓話楽しみにしています。よろしくお願いします。
野田会員 : 山陽学園大学の上地先生、本日の卓話楽しみにしています。

子どもシェルターモモの「これからの10年」というプロジェクトに選ばれて参加しています。中期計画策定を
応援いたします。

西岡会員 : 10日地区大会記念テニス大会に行ってきました。天気も良く、30年ぶりにラケットを握って気持ち良い汗をか
いてきました。結果はブービーでした。
昨日の野球で親クラブの北RCに快勝しました。笠原投手、ナイスピッチングでした。
この土日、テニスに、自転車に、野球にと気持ちいい汗をかきました。身体があっちこっち痛いです。

仲田会員 : 野球参加の皆様お疲れ様でした。応援に来て下さった方ありがとうございました。
山下会員 : 元会員の藤原氏のお店『穂浪』が、ミシュラン1つ星を獲得したそうですのでスマイルします。

前回財布を忘れましたので2回分スマイルします。
 ８件 31,500円（累計 347,900円）
社会奉仕委員会活動報告 社会奉仕委員長　原　全伸
①子どもシェルターモモ
・9/23㈬  火事見舞いとしてお米1俵寄贈／鈴木幹事
・10月以降の定例会について野田（モモ派遣理事）会員を交え
て調整中

②あした彩
・9/18㈮  倉敷中央看護専門学校を訪問
学生の出迎えをいただ き挨拶。サークル顧問の時本副校長、藤原先生と面談。
あした彩の活動支援についてRCの取り組みと今年度のあした彩の活動につい
て意見交換
・9/24㈭  環太平洋大学・爽志会と赤磐警察署管内瀬戸郵便局前交差点にて
秋の交通安全街頭啓発活動に参加（コロナ対策で参加は5名まで） ⇒※配付
物にて紹介
　会長・幹事の代理で岡本次期会長、 西岡前幹事、青少年奉仕委員会より仲田副委員長
　社会奉仕委員会より樋口社会奉仕副委員長、原の5名参加
街頭啓発活動終了後、環太平洋大学にて参加された先生方と爽志会の濱渦代表と今後の活動について意見交
換…（ちなみに…赤磐警察署に献血車が来ていたので献血もしてきました）
・9/30㈬  毎年「あした彩」が県外研修として参加している大阪・少年犯罪被害当事者の会主催の“もうひとつの子
供の日「WILL」”（10／10開催）
昨年度、 交通費の一部を支援した事業ですが今年はYouTubeでライブ配信を行うことになったので交通費支援
は不要となりましたが「WILL」は毎年参加しているとても有意義な研修事業であり「各大学でライブ配信を見よう！
WILLの広報活動をしよう！」という呼びかけだけでなく『あした彩』本格始動のきっかけになる＝何か＝をやろう…と
いうことになり、リーダー会議で意見をまとめてもらっています。
・『あした彩』に新たに「くらしき作陽大学」が参加され、13大学2専門学校の計15校の組織になりました。
野球同好会 野球同好会　山　田　喜　広
　10月11日㈰19時から奥市本球場にて、親クラブであります岡山北RCとの親睦試合を行いました。
当日は会員の皆さま方、多数のご参加・ご声援ありがとうございました。
　前評判では強いとお伺いしていたのですが、笠原投手の健闘もあり何とか勝つことが出来ました。
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外 部 卓 話
「自分も周りのみんなも大切な命」プロジェクト活動を通して～大学生が地域貢献を体験して学ぶこと～

山陽学園大学　総合人間学部生活心理学科　准教授  上地 玲子  様
山陽学園大学  ボランティアサークル  あい  犯罪被害者支援チーム  

学生代表　小林 利子  様・西井 菜摘  様・塩田 梨花  様・難波 千咲  様
　先日は、岡山北西RC様にて、ボランティアサークル あい 犯罪被害者支援チームの報告をさせて
いただきました。貴重なお時間をいただき誠にありがとうございました！今年度は新型コロナ感染症の
影響で、上演活動ができなくなっておりましたので、発表させて
いただく場ができて、本当に光栄です。
　私たち犯罪被害者支援チームは、平成23年に京都府亀岡
市内で発生した居眠り、無免許運転の車による交通事故のご
遺族、小谷さんの講演会を聴講したことをきっかけに、小谷さん
の家族を思う気持ちや、みんなに娘さんの事故のことを伝えた
いという思い、被害者である、まおちゃんの命をつなぎ、小さい
子どもたちに「命の大切さ」を伝える人権啓発活動がしたいと思い、デジタル紙芝居「まおちゃんの新しい靴」の作成を
しました。イラストやストーリーは犯罪被害経験がある子どもにもトラウマにならないよう配慮しました。優しいイラストと
ストーリーでも、消えてしまった命は帰らないことやご家族のつらい気持ちが伝わるよう、何度も修正して仕上げました。
この紙芝居をデジタル化し、命はたった一つしかない大切なものだということを多くの人に広めていきたいと考えています。
　2017年度から始めた私たちの活動は、新聞やTVで大きく報道されました。たくさんの方からのデータ希望があり、
海外からの希望もありました。県内外の図書館から貸し出し用においてほしいとメッセージをいただきました。この活動
を知った県内の中学生が小学生に出前授業として読み聞かせをしたり、ファシリテーターを実施したりしています。
　現在では、英語バージョン、中国語バージョン、塗り絵も完成しております。塗り絵
は、上演を聴いた子どもたちが家に持ち帰り、デジタル紙芝居のことを繰り返し思い
出して心に残るよう、ご家族にも自動車の運転に気を付けるように伝えてもらう効果
を期待しています。また、手話付きの上演もできるように練習しています。
　ボランティアサークル あいとして、2018年には京都の小谷さんを訪ね、事故のあっ
た現場に行きました。事故現場を見て改めて事故の悲惨さを知るとともに、7年経過
しても変わらぬ胸の内を知り、自分たちが今以上に、この活動を続けていくことが重要であると感じました。まおちゃんの
命のバトンをたくさんの方につないでいくこと、こういった活動を少しずつでも行うことが、私たち大学生のできる被害者
支援ではないかと思い、サークル活動として伝統を作っています。
　紙芝居第二弾では、SNSいじめをもとにした話を作成しました。スマホを所持する
若者が増えるようになり、ネットを介したいじめが多くなり、中にはそのことをきっかけに
不登校になったり、自殺をしたりしてしまう子どもがいます。スマホは，小学校高学年
から持ち始める子どもが増えてきており、対人コミュニケーション能力の低い状態
SNSを始めてしまうと、いじめているつもりでなくても結果的にいじめに発展してしまう
可能性があると考えました。そこで私たちは、使用頻度の高い「LINE」によるコミュニケーションでいじめに発展する
ケースを想定し、子どもたちでも理解しやすいようにストーリーを作成し、ネットによるいじめの被害者にも加害者にもな
らない、円滑な人間関係作りを提案できる内容にしました。
　新型コロナ感染症の影響で活動の場を得ることは難しいのですが、オンラインなどを用いた方法を検討し、より多く
の方々の心に届くことを願っています。　　 （文責 小林利子・上地玲子）

「まおちゃんの新しい靴」の絵本データを無料配布しております。「山陽学園大学」
＋「まおちゃんの新しい靴」で検索するか，左側にあるQRコードをスマホ等で読み
込んでいただきましたら，申請サイトに行くことができます。
このサイトから申し込むことで無料配布ができるようにしております。

出席の状況　
会 員 数　47名（内出席免除者　０名） 出席者数　42名
欠席者数　５名 出 席 率　89.36％　　前々回訂正　90.91％　　　　
欠 席 者　入江，笠原，三宅，奥田，田原
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物にて紹介
　会長・幹事の代理で岡本次期会長、 西岡前幹事、青少年奉仕委員会より仲田副委員長
　社会奉仕委員会より樋口社会奉仕副委員長、原の5名参加
街頭啓発活動終了後、環太平洋大学にて参加された先生方と爽志会の濱渦代表と今後の活動について意見交
換…（ちなみに…赤磐警察署に献血車が来ていたので献血もしてきました）
・9/30㈬  毎年「あした彩」が県外研修として参加している大阪・少年犯罪被害当事者の会主催の“もうひとつの子
供の日「WILL」”（10／10開催）
昨年度、 交通費の一部を支援した事業ですが今年はYouTubeでライブ配信を行うことになったので交通費支援
は不要となりましたが「WILL」は毎年参加しているとても有意義な研修事業であり「各大学でライブ配信を見よう！
WILLの広報活動をしよう！」という呼びかけだけでなく『あした彩』本格始動のきっかけになる＝何か＝をやろう…と
いうことになり、リーダー会議で意見をまとめてもらっています。
・『あした彩』に新たに「くらしき作陽大学」が参加され、13大学2専門学校の計15校の組織になりました。
野球同好会 野球同好会　山　田　喜　広
　10月11日㈰19時から奥市本球場にて、親クラブであります岡山北RCとの親睦試合を行いました。
当日は会員の皆さま方、多数のご参加・ご声援ありがとうございました。
　前評判では強いとお伺いしていたのですが、笠原投手の健闘もあり何とか勝つことが出来ました。

－２－

前回10月12日の例会記録前回10月12日の例会記録



外 部 卓 話
「自分も周りのみんなも大切な命」プロジェクト活動を通して～大学生が地域貢献を体験して学ぶこと～

山陽学園大学　総合人間学部生活心理学科　准教授  上地 玲子  様
山陽学園大学  ボランティアサークル  あい  犯罪被害者支援チーム  

学生代表　小林 利子  様・西井 菜摘  様・塩田 梨花  様・難波 千咲  様
　先日は、岡山北西RC様にて、ボランティアサークル あい 犯罪被害者支援チームの報告をさせて
いただきました。貴重なお時間をいただき誠にありがとうございました！今年度は新型コロナ感染症の
影響で、上演活動ができなくなっておりましたので、発表させて
いただく場ができて、本当に光栄です。
　私たち犯罪被害者支援チームは、平成23年に京都府亀岡
市内で発生した居眠り、無免許運転の車による交通事故のご
遺族、小谷さんの講演会を聴講したことをきっかけに、小谷さん
の家族を思う気持ちや、みんなに娘さんの事故のことを伝えた
いという思い、被害者である、まおちゃんの命をつなぎ、小さい
子どもたちに「命の大切さ」を伝える人権啓発活動がしたいと思い、デジタル紙芝居「まおちゃんの新しい靴」の作成を
しました。イラストやストーリーは犯罪被害経験がある子どもにもトラウマにならないよう配慮しました。優しいイラストと
ストーリーでも、消えてしまった命は帰らないことやご家族のつらい気持ちが伝わるよう、何度も修正して仕上げました。
この紙芝居をデジタル化し、命はたった一つしかない大切なものだということを多くの人に広めていきたいと考えています。
　2017年度から始めた私たちの活動は、新聞やTVで大きく報道されました。たくさんの方からのデータ希望があり、
海外からの希望もありました。県内外の図書館から貸し出し用においてほしいとメッセージをいただきました。この活動
を知った県内の中学生が小学生に出前授業として読み聞かせをしたり、ファシリテーターを実施したりしています。
　現在では、英語バージョン、中国語バージョン、塗り絵も完成しております。塗り絵
は、上演を聴いた子どもたちが家に持ち帰り、デジタル紙芝居のことを繰り返し思い
出して心に残るよう、ご家族にも自動車の運転に気を付けるように伝えてもらう効果
を期待しています。また、手話付きの上演もできるように練習しています。
　ボランティアサークル あいとして、2018年には京都の小谷さんを訪ね、事故のあっ
た現場に行きました。事故現場を見て改めて事故の悲惨さを知るとともに、7年経過
しても変わらぬ胸の内を知り、自分たちが今以上に、この活動を続けていくことが重要であると感じました。まおちゃんの
命のバトンをたくさんの方につないでいくこと、こういった活動を少しずつでも行うことが、私たち大学生のできる被害者
支援ではないかと思い、サークル活動として伝統を作っています。
　紙芝居第二弾では、SNSいじめをもとにした話を作成しました。スマホを所持する
若者が増えるようになり、ネットを介したいじめが多くなり、中にはそのことをきっかけに
不登校になったり、自殺をしたりしてしまう子どもがいます。スマホは，小学校高学年
から持ち始める子どもが増えてきており、対人コミュニケーション能力の低い状態
SNSを始めてしまうと、いじめているつもりでなくても結果的にいじめに発展してしまう
可能性があると考えました。そこで私たちは、使用頻度の高い「LINE」によるコミュニケーションでいじめに発展する
ケースを想定し、子どもたちでも理解しやすいようにストーリーを作成し、ネットによるいじめの被害者にも加害者にもな
らない、円滑な人間関係作りを提案できる内容にしました。
　新型コロナ感染症の影響で活動の場を得ることは難しいのですが、オンラインなどを用いた方法を検討し、より多く
の方々の心に届くことを願っています。　　 （文責 小林利子・上地玲子）

「まおちゃんの新しい靴」の絵本データを無料配布しております。「山陽学園大学」
＋「まおちゃんの新しい靴」で検索するか，左側にあるQRコードをスマホ等で読み
込んでいただきましたら，申請サイトに行くことができます。
このサイトから申し込むことで無料配布ができるようにしております。

出席の状況　
会 員 数　47名（内出席免除者　０名） 出席者数　42名
欠席者数　５名 出 席 率　89.36％　　前々回訂正　90.91％　　　　
欠 席 者　入江，笠原，三宅，奥田，田原

ビ ジ タ ー　　〈岡山RC〉岡本  典久　様
会 長 報 告  会　長　平　松　　　信
　本日はゲストの上地玲子（かみじ れいこ）様に外部卓話をしていただきますこと厚く御礼申し上げま
す。また、ご一緒に参加していただきました学生代表の小林利子（こばやし　りこ）様、西井菜摘（にしい 
なつみ）様、塩田梨花（しおた りか）様、難波千咲（なんば ちさき）様、ようこそお越しくださいました。
　岡山RCの岡本典久様は、当クラブによくご参加いただいていますが、本年度ひな壇にとりまして
初めてのビジターであり、厚く御礼申し上げます。
　昨日行われました親クラブである岡山北RCとのナイター親睦試合の結果を、野球同好会から教えていただくのを楽
しみにしています。
　シカゴの弁護士ポール・ハリス氏が商業道徳の欠如に耐えかねて、お互いに信頼できる公正な取引をし、仕事上の
付き合いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間を増やしたいという趣旨で、1905年2月23日に友人3人とともに
シカゴRCを誕生させました。
　初代会長に選ばれたシルヴェスター・シール氏は、その時の自身の職業である石炭業界の話をしたと記録に残され
ていて、これがロータリーの卓話の始まりと伝えられています。
　第7回例会以降、会合が食事つきになると、ロータリーが欧米の習慣であるafter-dinner speech（食後の卓上演説、
テーブルスピーチ）＝卓話を取り入れたのも、ごく自然な成り行きだったと考えられます。したがって、卓話は、ロータリー
関連の話に限らず、職業や業界の話、趣味の話、時事問題など、会員が広い知識を得るための手段となっています。
　それからは、志を同じくするクラブが、つぎつぎ各地に生まれて、国境を越え、今では200以上の国と地域に広がり、ク
ラブ数3万5千余、会員総数120万人を超えるまでに達しています。そして、これら世界中のクラブの連合体を国際ロー
タリー（Rotary International）と称します。
　2020～2021年度国際ロータリーのテーマは、“ロータリーは機会の扉を開く”です。
国際ロータリー第2690地区のスローガンは、“こころの扉を開こう”、そして、岡山北西RCのスローガンは、“こころを一つ
に”です。
　本日の上地玲子様の卓話は、まさにロータリアンの心に通じるものであり、感謝申し上げます。何卒よろしくお願い申
し上げます。
幹 事 報 告 幹　事　鈴　木　一　生
① 社会奉仕委員会活動報告を配付しております。
② 創立30周年記念事業の目録贈呈式のご案内を配付しておりますので、ご出席くださいますよう
お願いいたします。

③ 10月18日㈰岡山国際ホテルで開催される地区大会につきまして、皆様の名札・ヘルスチェックシート
は幹事が会場にお持ちします。駐車場については、駐車許可証がお手元にない方は駐車できませんので、ご注意
ください。公共交通機関をご利用くださいますようお願いいたします。出席される皆様には、後日当日のご案内を
お送りいたします。

④ 本日例会終了後13：30より3F「トパーズの間」において、「第10回創立30周年記念事業実行委員会」が開催されま
すので、実行委員会の皆様はよろしくお願いいたします。

⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。
スマイル報告　
平松会長 : 本日は、外部卓話のゲスト上地玲子様、ご一緒に当クラブにおいでいただきました学生代表の小林利子

様、西井菜摘様、塩田梨花様、難波千咲様に心から感謝申し上げます。また、会員の皆様には10月18日
の2020-21年度、第2690地区大会へのご参加をよろしくお願いいたします。

鈴木幹事 : 上地先生、本日の卓話どうぞよろしくお願いいたします。
昨日は北RCとの親睦交流試合に参加された野球同好会の皆様、応援で参加された皆様、お疲れ様で
した。北RCとは合同ゴルフも企画中ですのでご参加ください。

久松会員 : 上地先生、あした彩、ボランティアサークル  あいの皆様、お越しいただき、ありがとうございます。卓話を

楽しみにしております。
  原  会員 : 上地先生、学生の皆さん、本日の卓話楽しみにしています。よろしくお願いします。
野田会員 : 山陽学園大学の上地先生、本日の卓話楽しみにしています。

子どもシェルターモモの「これからの10年」というプロジェクトに選ばれて参加しています。中期計画策定を
応援いたします。

西岡会員 : 10日地区大会記念テニス大会に行ってきました。天気も良く、30年ぶりにラケットを握って気持ち良い汗をか
いてきました。結果はブービーでした。
昨日の野球で親クラブの北RCに快勝しました。笠原投手、ナイスピッチングでした。
この土日、テニスに、自転車に、野球にと気持ちいい汗をかきました。身体があっちこっち痛いです。

仲田会員 : 野球参加の皆様お疲れ様でした。応援に来て下さった方ありがとうございました。
山下会員 : 元会員の藤原氏のお店『穂浪』が、ミシュラン1つ星を獲得したそうですのでスマイルします。

前回財布を忘れましたので2回分スマイルします。
 ８件 31,500円（累計 347,900円）
社会奉仕委員会活動報告 社会奉仕委員長　原　全伸
①子どもシェルターモモ
・9/23㈬  火事見舞いとしてお米1俵寄贈／鈴木幹事
・10月以降の定例会について野田（モモ派遣理事）会員を交え
て調整中

②あした彩
・9/18㈮  倉敷中央看護専門学校を訪問
学生の出迎えをいただ き挨拶。サークル顧問の時本副校長、藤原先生と面談。
あした彩の活動支援についてRCの取り組みと今年度のあした彩の活動につい
て意見交換
・9/24㈭  環太平洋大学・爽志会と赤磐警察署管内瀬戸郵便局前交差点にて
秋の交通安全街頭啓発活動に参加（コロナ対策で参加は5名まで） ⇒※配付
物にて紹介
　会長・幹事の代理で岡本次期会長、 西岡前幹事、青少年奉仕委員会より仲田副委員長
　社会奉仕委員会より樋口社会奉仕副委員長、原の5名参加
街頭啓発活動終了後、環太平洋大学にて参加された先生方と爽志会の濱渦代表と今後の活動について意見交
換…（ちなみに…赤磐警察署に献血車が来ていたので献血もしてきました）
・9/30㈬  毎年「あした彩」が県外研修として参加している大阪・少年犯罪被害当事者の会主催の“もうひとつの子
供の日「WILL」”（10／10開催）
昨年度、 交通費の一部を支援した事業ですが今年はYouTubeでライブ配信を行うことになったので交通費支援
は不要となりましたが「WILL」は毎年参加しているとても有意義な研修事業であり「各大学でライブ配信を見よう！
WILLの広報活動をしよう！」という呼びかけだけでなく『あした彩』本格始動のきっかけになる＝何か＝をやろう…と
いうことになり、リーダー会議で意見をまとめてもらっています。
・『あした彩』に新たに「くらしき作陽大学」が参加され、13大学2専門学校の計15校の組織になりました。
野球同好会 野球同好会　山　田　喜　広
　10月11日㈰19時から奥市本球場にて、親クラブであります岡山北RCとの親睦試合を行いました。
当日は会員の皆さま方、多数のご参加・ご声援ありがとうございました。
　前評判では強いとお伺いしていたのですが、笠原投手の健闘もあり何とか勝つことが出来ました。

－３－

本日のメニュー（10月26日）
豚珍甘のブレゼ　オレンジとカシス風味
いんげんとオニオンのサラダ　シェリービネガーのドレッシング
パン　　　芋のクレームブリュレ　　　コーヒー
次回のメニュー（11月２日（ヘルシーランチ））
丼　物　瀬戸内産真鯛飯　海鮮仕立て　本鮪トロ　寒八　いくら醤油漬け　
　　　　車海老　穴子蒲焼　一寸豆　大葉　蕗　紅生姜
平　皿　野菜かき揚げ  素塩　　御吸物  とろろ昆布  三つ葉  柚子  白木耳
フルーツ　　　コーヒー

　　会報部会／小林　龍平・駒井　孝宏

クラブ情報 クラブ情報 クラブ情報 クラブ情報 

前回メニュー（10月12日） ： 
国産牛の網焼き

例会情報 例会情報 例会情報 例会情報 
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あした彩の活動報告 

■IPU・環太平洋大学 

〇9 月 24 日（木）交通安全街頭啓発活動の記事（ FaceBook より転載 ） 

 皆さんこんにちは！ 

IPU 環太平洋大学の方でも 23日から後期の授業が開始されました！ 

まだまだ学校に来て授業をするということは難しいですが勉強のやる気が落ちないよう友達と連絡を

取りあって励んでいきましょう！ 

さて、本日 24 日（木）に瀬戸郵便局前にて秋の交通安全運動を実施しました！！😊 

岡山県でも交通事故が多発しています。夜も長くなってきますので、夜間のライト点滅や暗い道を歩

く時は光に反射するタスキなどを持って歩くようにしてください！ 

一人一人の注意で事故は防げるものだと思うので皆さんも夜間の運転などには十分注意してください 

コロナ禍で大勢での参加という風にはいきませんでしたが、私たち爽志会が所属しているあした彩の

方でいつもお世話になっている岡山北西ロータリークラブの方にも参加していただきました。🙇� 

こうやっていろんな人が集まり、一緒に活動をするということは久しぶりのことだったのでとても良

い機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

『あした彩』では、交通事故による被害者支援にも力を入れています。本日卓話をいただく山陽学

園大学ボランティアサークルあい制作の紙芝居「まおちゃんの新しい靴」を共有して、命の大切さ 

を伝える教材として園児や小学生に読み聞かせる活動をはじめ、酔っ払い運転の犠牲になった被害 

者遺族の講演会やご遺族への寄書き・メッセージ DVD のプレゼントなど大学生ならではの視点で 

犯罪被害者・ご家族に寄り添い「笑顔を届ける」活動をしています。 

IPU の学生がこの街頭啓発活動を行うのも 2018 年に赤磐市内で起きた児童の列に車が突っ込む 

痛ましい事故の犠牲になったご遺族やお友達に寄り添い、交通事故撲滅を願った先輩たちの思いを 

受け継いでの活動だと思います。 

実は、1 年前の 9 月 24 日は西岡前幹事と樋口会員と 3 人で『あした彩』の活動支援を検討する 

にあたり、どんな活動をしているのかを知りたくて初めて参加した犯罪被害者支援のイベントで 

交通事故で愛娘を亡くされた俳優の風見しんごさんの講演を聞きに IPU に足を運んだ日です。 

そこには IPU の学生だけでなく『あした彩』に参加している他校の学生さんや顧問の先生の姿も 

ありました。また、会場には地域の小・中学生、高校生も招かれ風見さんが涙ながらに語ってく 

れた残された家族の思い、悲しみ、親の愛情を知ることで改めて命の大切さ、交通安全に対する 

思いを考える機会になったのではと思います。 

残念なことに前日 TOKIO の山口メンバーが酒気帯び運転容疑で逮捕されたとの報道を受けて、 

風見さんが次のようなコメントをされました.. 「僕からは、本当にやめてもらいたい」「事故の 

ケガがどうとかじゃなくて、重大な事故が起きてしまったら被害者はもちろん、加害者も、それ 

だけじゃない。周りに携わっているものすごい人の人生がその瞬間から想像できないぐらい変わ 

ってしまう。それを分かってもらいたい」このコメントがどれほどの重みを持っているかを感じ 

「被害者にも加害者にもならない社会、犯罪のない安心安全な地域社会の実現」を目指しましょう。 


